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糸満市立糸満南小学校糸満市立糸満南小学校糸満市立糸満南小学校糸満市立糸満南小学校    

１１１１年年年年    上原諒上原諒上原諒上原諒    

１．目的１．目的１．目的１．目的    

 糸満市の真栄里海岸は、沖縄県による「沖縄型海岸整備促進事業」で工事される。姉がこ

の浜辺の貝殻の研究をしていたので、私は植物の研究をしようと思った。工事が入る前に、

どんな植物が生えているのか調べておこうと思った。 

２．方法２．方法２．方法２．方法    

（１）調査日：2018 年 4 月 14 日、5月 16 日、6月 4日、8月 

14 日、9月 9日・16 日、11 月 26 日  

（２）調査場所：糸満市真栄里海岸の整備計画におけるＡ区間 

（潮崎南側～川が流れ込んでいる所約 160ｍ）・Ｂ区間（川～護 

岸の所約 100ｍ）の浜辺・Ａ区間北側にある遊歩道の海側。 

（３）調査方法：ＧＰＳ付きカメラで植物を撮影したり、採取できるものは持ち帰って標本

にした。参考図書を見て同定し、記録した。わからないものは沖縄美ら島財団の赤井賢成先

生に教えてもらった。地図を作って、撮影した植物がどこに生えていたのかを表した。 

３．調査結果３．調査結果３．調査結果３．調査結果    

（１）植物の種類 

 見つけた植物は、全部で 31 種だった（表１）。 

            表１  真栄里海岸で見つけた植物 

 

 




















図１ 真栄里海岸
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（２）植物の生えていた場所 

 見つけた植物がどこに生えていた 

のかを地図に表した（図 2）。Ａ区間 

で海に一番近い砂地に生えていたの 

は、マルバアカザやコマツヨイグサ、 

ギシギシだった。Ａ・Ｂ区間の砂浜と 

護岸の間にある草地のほとんどに、イ 

ネ科の一種やギョウギシバが生えて 

いた。草地の中でも、海に近いところ 

にはグンバイヒルガオが広く生えて 

いて、ところどころハマアズキがあっ 

た。Ａ区間にはスナヅルがあり、Ｂ区 

間にはキダチハグルマやハマゴウが 

あった。護岸の方に行くと、Ａ区間で 

はオオアレチノギクが 9月まではた 

くさん生えていたが、11 月には全部 

枯れていた。護岸の近くのところには 

アダンや、クサトベラ、ギンネム、モ 

クマオウ、コバテイシの木があった。 

遊歩道の海側には、ガジュマルやモ 

クマオウ、クサトベラ、オオハマボウ 

といった木が生えていて、岩の隙間や 

木の間にシマクワやキダチハグルマ、 

ノアサガオ、ハマサオトメカズラ、ススキなどが生えていた。 

図  植物の生えていた場所の地図

※食：食べられる 薬：薬草 毒：有毒 若：若い葉や茎 Ａ：Ａ区間 Ｂ：Ｂ区間 道：Ａ区間北側遊歩道

４．漂着したメヒルギ４．漂着したメヒルギ４．漂着したメヒルギ４．漂着したメヒルギの胎生種子の栽培実験の胎生種子の栽培実験の胎生種子の栽培実験の胎生種子の栽培実験    

 （１）目的:メヒルギの胎生種子が浜辺にうち上がっていた。これが浜辺で育ったらマング

ローブになってしまわないかと思った。そこでどんな所で育つのか栽培実験をした。 

 （２）期間と場所:2018 年 5 月 3 日～8月 28 日 東向きの台所の窓辺で栽培する 

 （３）準備物:ペットボトル 4本、メヒルギ胎生種子、真栄里海岸の砂、海水塩「青い海」、 

培養土、水道水  

（４）方法:ペットボトルで容器（ア～エ）を作り、アに砂と３％の塩水、イに砂と水道水、

ウに培養土と塩水、エに培養土と水道水を入れ、メヒルギの種子を3本ずつ植えた。

余った種子は水道水の入ったコップに入れた。 

（５）結果  

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．考察５．考察５．考察５．考察    

 真栄里海岸では 31 種の植物を発見できた。雑草と思っていても、調べてみると食べられた

り薬草になる植物がたくさんあった。役立つ植物も多いことがわかったので自然を守ったほ

うが良いと思ったし、工事でどんな影響があるのか心配だ。もっと他の種も生えているかも

しれないから探してみようと思う。 

メヒルギの胎生種子の実験から、メヒルギは砂か土にうえないと芽が出ないし、３％の塩

分と砂ではかれてしまい、土でも塩分があると育ちにくいとわかった。浜辺で海水だけでは

育たないから真栄里海岸にもメヒルギの木がないのだと思う。でも浜辺にささって雨がふっ

たら塩分がへって育つのかもしれない。塩分が 1.5％で育つのか調べてみたい。 

６．応募状況６．応募状況６．応募状況６．応募状況「漂着メヒルギ胎生種子の栽培実験」第 58 回島尻地区児童生徒科学作品展銅賞 

７．参考文献７．参考文献７．参考文献７．参考文献・ホームページ 

片野田逸朗 1999 琉球弧の山の花 大野照好監修／屋比久壮実 2008 沖縄の自然を楽しむ海

岸植物の本／屋比久壮実 2005 沖縄の自然を楽しむ野草の本／奄美群島生物資源 web データ

ベース http://www.amami.or.jp/kouiki/seibutsusigen/index.html 

８．謝辞８．謝辞８．謝辞８．謝辞 種の同定や研究のアドバイスを下さった赤井賢成先生ありがとうございました。 

月 日

実験スタート

月 日

イとエから双葉が出た。

月 日

イとエは茎がのびて 番目の葉が出た。ウも双葉が

出てきた。イの 本と水につけただけのはかれた。

７月 日

アはかれ始めた。イとエは  番目の葉が出

た。ウはすべて双葉が出たが茎がのびない。

月 日

アはかれた。イとエは４番目の葉が出たが、エの方がよく成

長している。ウは 番目の葉が出たが茎はあまりのびない。

アアアア    イイイイ     ウウウウ    エエエエ アアアア    イイイイ     ウウウウ    エエエエ アアアア    イイイイ     ウウウウ    エエエエ

アアアア    イイイイウウウウエエエエ アアアアイイイイウウウウエエエエ
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